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・行政情報アプリ「ｉ広報紙」が「マチイロ」
　としてリニューアル！
・ダウンロードはこちらから
　

マチを好きになるアプリ

※「ｉ広報紙」をご利用中の
場合、アップデートによって
新アプリに切り替わりますの
で、新たにダウンロードする
必要はありません。

交通事故ゼロを目指し
　９月２１日、秋の全国交通安全運動がスタート。
運動の一環として、交通事故防止キャラバン隊の出
発式が湯沢警察署で行われました。式では一日警察
署長に任命された、湯沢雄勝広域消防本部初の女性
救急救命士の丹咲乃さんがキャラバン隊を激励しま
した
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　生活困窮者自立支援法に基づき、平成27年4月から実施している新しい支援制度です。これまで十分では
なかった生活保護受給者以外の生活にお困りのかたに対し、自立に関する相談支援や就労に関する支援な
どを行うことにより、自立に向けたお手伝いをします。
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「あなたのお悩み
　  一緒に解決しませんか！」
　　　　    

「あなたのお悩み
　  一緒に解決しませんか！」
　　　　    

「あなたのお悩み
　  一緒に解決しませんか！」
　　　　    

生活困窮者自立支援法

○問い合わせ　福祉課地域福祉班（☎73-2122）

相
談
窓
口
　

◆
平
成
27
年
度
相
談
申
し
込
み
人
数

　
お
よ
び
件
数

・
男
女
別
（
人
）

・
経
路
相
談
（
延
べ
件
数
）

・
年
代
別
（
人
）

◆相談支援員の皆さん
どのような相談が多いですか？Ｑ

Ａ

◆支援を受けた人

◆支援を受けた人

相
談
か
ら
支
援
の
流
れ

①
相
談
窓
口

　
支
援
員
が
話
を
伺
い
ま
す
。
何
ら
か
の

理
由
で
窓
口
へ
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
自

宅
へ
訪
問
し
ま
す
。

②
課
題
を
分
析

　
相
談
内
容
を
基
に
、
相
談
者
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
生
活
の
状
況
と
課
題
の
分
析

を
行
い
ま
す
。

③
支
援
計
画
を
作
成

　
相
談
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
自
立
に
向

け
た
目
標
や
支
援
内
容
を
一
緒
に
考
え
、

計
画
を
立
て
ま
す
。

④
支
援
決
定
・
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
作
成
し
た
支
援
プ
ラ
ン
は
関
係
者
の
会

議
で
正
式
に
決
定
さ
れ
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

⑤
定
期
的
な
見
直
し

　
支
援
員
が
定
期
的
に
支
援
状
況
を
確
認

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

見
直
し
を
し
ま
す
。

⑥
安
定
し
た
生
活
へ

　
一
定
期
間
、
安
定
し
た
生
活
が
維
持
で

き
て
い
る
か
支
援
員
が
確
認
し
な
が
ら
、

自
立
を
目
指
し
ま
す
。

　「親の年金で生活をしていて、この先が心配」といった相談が多
いです。経済的な問題に関わらず、長く失業している人、引きこも
りやニートで悩んでいる人、働いた経験がなく不安な人など、これ
まで制度のはざまで支援を受けられなかった複合的な課題を抱えた
人にも対応しています。

　いじめがきっかけで働くことが怖くなり、長年無職でした。親の年金で暮ら
していたので、自分の将来を考えると常に不安でした。民生委員の紹介で相談
をしました。就職のためのスキルを身に付けるため、今は就労体験をしています。
最初は休みがちでしたが、自分を理解してくれる人のサポートもあって、休ま
ず頑張っています。

男性
37人

家族 ･知人
(来所）5件

不明7件

本人 (電話 ･メール) 2件

自立相談支援機関が把握 1件
その他 1件 20代　

5人
30代　
4人

10代　
2人

60歳~64歳　
1人

65歳～　
7人

女性
19人

　
市
が
湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
湯
沢
市
社

会
福
祉
協
議
会
総
合
相
談
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
所
　
　
在
　
湯
沢
市
古
館
町
4
番
5
号

　
　
　
　
　
　
総
合
相
談
室
（
自
立
相
談
支
援
機

　
　
　
　
　
　
関
）

○
相
談
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

○
電
話
番
号
　
☎
0
1
2
0
 
8
6
9
6
 

73

56人56人59件 50代　
20人 40代　

17人
本人
(来所)　
12件

関係機関・
関係者紹介
31件

　解決策が見出せず、困窮のトンネルから抜け出せない人やその人の近
くにいる人へ…。まずは、私たち相談員に悩みを打ち明けて、共に解決
策を考え、「自立のためのプラン」実現に向けて立ち向かうことで、あな
たの「自信を取り戻す」お手伝いをさせていただきます。

みなさんへのメッセージみなさんへのメッセージ

　家計相談を受けてから、これまで遅れていた光熱費の滞納が解消しました。
自分ではどうしてよいか分からなかった借金の問題も支援員が一緒に弁護士さ
んに付き添ってくれて解決方法を見つけることができました。まだ、一人で家
計管理できるか不安ですが、やってみようという意欲は以前より出てきました！

　
場
合
は
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
支
援

　
員
が
相
談
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

　
必
要
か
を
一
緒
に
考
え
、
具
体
的
な
支
援
プ

　
ラ
ン
を
作
成
し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
自
立
に

　
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
住
居
確
保
給
付
金
事
業

　
　
離
職
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
人
、
ま

　
た
は
失
う
恐
れ
の
高
い
人
に
、
就
労
に
向
け

　
た
活
動
を
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
一
定

　
期
間
、
家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。
生
活

　
の
土
台
と
な
る
住
居
を
整
え
た
上
で
、
就
職

　
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
（
収
入
・
資
産

　
要
件
が
あ
り
、
支
給
額
に
は
上
限
が
定
め
ら

　
て
い
ま
す
）。

・
就
労
準
備
支
援
事
業

　
　「
社
会
と
の
関
わ
り
に
不
安
が
あ
る
」、「
他

　
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と

　
れ
な
い
」
な
ど
、
就
労
が
困
難
な
人
を
対
象

　
に
、
就
労
に
向
け
た
基
礎
能
力
を
養
成
す
る

　
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
学
習
支
援
事
業

　
　
子
ど
も
の
教
科
学
習
支
援
を
始
め
、
日
常

　
的
な
生
活
習
慣
、
仲
間
と
出
会
い
活
動
が
で

　
き
る
居
場
所
づ
く
り
、
進
学
に
関
す
る
支
援

　
な
ど
を
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
進
学
に

　
つ
い
て
保
護
者
に
助
言
す
る
な
ど
、
子
ど
も

　
と
保
護
者
の
双
方
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を

　
行
い
ま
す
（
地
域
、
年
齢
等
要
件
あ
り
）。

・
家
計
相
談
支
援
事
業

　
　
家
計
状
況
の
根
本
的
な
課
題
を
把
握
し
、

　
相
談
者
が
自
ら
家
計
を
管
理
で
き
る
よ
う
に

　
早
期
の
生
活
再
生
を
支
援
し
ま
す
。
支
援
計

　
画
の
作
成
や
相
談
支
援
、
関
係
機
関
へ
の
つ

　
な
ぎ
、
必
要
に
応
じ
て
貸
付
制
度
の
紹
介
な

　
ど
を
行
い
ま
す
。
　

・
自
立
相
談
支
援
事
業

　
　
生
活
の
困
り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て
い
る

対
象
者

事
業
の
内
容

▲まずはご相談ください

▲関係者の会議

　
市
内
に
お
住
ま
い
で
経
済
的
な
問
題
な
ど

で
生
活
に
お
困
り
の
か
た
（
生
活
保
護
を
受

給
さ
れ
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）

例
え
ば…

・
し
ば
ら
く
仕
事
を
し
て
い
な
い
。
不
安
だ

　
け
ど
働
き
た
い

・
病
気
を
抱
え
て
い
て
、
生
活
が
成
り
立
た

　
な
い

・
収
入
よ
り
支
出
が
多
い
た
め
、生
活
に
困
っ

　
て
い
る

・
働
き
た
い
が
自
分
に
合
っ
た
仕
事
が
見
つ

　
か
ら
な
い
な
ど

※
仕
事
を
あ
っ
せ
ん
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▲男性が7割近い▲関係機関、関係者からの
　紹介が過半数を超える

▲5人の相談員が支援します

▲40、50代が全体の
　7割近くを占める
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　これまで任意接種であった B 型肝炎ワクチンが予
防接種法の改正により、10月1日から市が実施する
定期予防接種になりました。Ｂ型肝炎ウイルスへの
感染を防ぐために、対象者は予防接種を受けましょ
う。
　なお、4月1日から8月31日までに生まれた対象者
には接種券・予診票を個別通知しています。9月1日
以降に生まれた対象者には、出生届の際お渡しして
いる「すくすくノート」に予診票があります。接種
方法については同封の通知等をご確認ください。
○対　象　平成28年4月以降に生まれた生後1歳に至
　　　　　るまでの乳幼児
○助　成　全額
○注　意　B 型肝炎ワクチンは全部で 3 回接種する
　　　　　予防接種です。1回目の接種から3回目の
　　　　　接種を終えるまでには、おおよそ半年か
　　　　　かります。1歳になってしまうと、定期
　　　　　接種の対象外となります。スケジュール
　　　　　をよく確認し、早めに予防接種を受ける
　　　　　ようにしてください

予防接種のお知らせ ○問い合わせ　健康対策課予防衛生班（☎73‒2124)

○期　間　10 月1日㈯～平成29年 2 月28日㈫
○対　象　①接種日に満65歳以上の人（通知書を送
　　　　　　付します）
　　　　　②60歳以上65歳未満の心臓・腎臓・呼吸
　　　　　　器などに重い病気のある人で、かつ予
　　　　　　防接種を希望する人（通知書は送付し
　　　　　　ません。接種を受けるには市健康対策
　　　　　　課が発行する証明書が必要になります）
○助　成　一人 1回に限り 1,000 円
○注　意　接種料金は医療機関によって異なります。
　　　　　接種後に助成額を差し引いた金額を医療
　　　　　機関窓口でお支払いください。また、対
　　　　　象者のうち生活保護受給者は料金が無料
　　　　　になりますので、医療機関窓口に市福祉
　　　　　課が発行する生活保護受給証明書を提出
　　　　　してください

B型肝炎ワクチンが定期予防接種に
なりました

10 月 11 日～ 20 日は
地域安全運動期間です

　Ｂ型肝炎は、B型肝炎ウイルスの感染によっ
ておこる肝臓の病気です。Ｂ型肝炎ウイルス
への感染は、一過性の感染で終わる場合と、
そのまま感染している状態が続いてしまう場
合（キャリア）があります。キャリアになる
と慢性肝炎になることがあり、肝硬変から肝
がんに進展する恐れがあります。

高齢者インフルエンザ定期予防接種
の費用を助成します

高齢者用肺炎球菌定期予防接種は
平成29年3月31日まで
○対　象　平成28年度中に次の年齢になる人（4月
　　　　　に通知書を送付しています）
※過去に高齢者用肺炎球菌予防接種を受けたことが
ある人は対象外。また、対象となるのは生涯１回のみ。

◆Ｂ型肝炎

子どもと妊婦の季節性インフルエンザ任意予防接種の費用を助成します
　市では、平成28年度から新たに子どもと妊娠している女性に、季節性インフルエンザ任意予防接種費用の一部
助成を実施します。個別に通知はしませんので、助成を受けたい場合は医療機関窓口へ申し出てください。

○期　間　10月1日㈯～平成29年2月28日㈫
○対　象

○持ち物　保険証、母子手帳
○料　金　医療機関によって異なります。接種後に助成額を差し引いた金額を医療機関窓口でお支払いください。
　　　　　また、対象者のうち生活保護受給者は料金が無料になりますので、医療機関窓口に市福祉課が発行す
　　　　　る生活保護受給証明書を提出してください
○注　意　湯沢市雄勝郡と横手市の医療機関に委託しています。実施していない医療機関もありますので、事前
　　　　　に医療機関へ問い合わせください

S26.4.2 ~ S27.4.1

S21.4.2 ~ S22.4.1

S16.4.2 ~ S17.4.1

S11.4.2 ~ S12.4.1

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

S 6.4.2 ~ S 7.4.1

T15.4.2 ~ S 2.4.1

T10.4.2 ~ T11.4.1

T 5.4.2 ~ T 6.4.1

2回
1回
1回

1,000円（1回につき）
1,000円
1,000円

生後6か月以上13歳未満
13歳以上の中学生
妊婦

対　　　象 接種回数 助　成　額

☆ささえ愛懇談会での参加者の声

認 知 症認 知 症認 知 症
知りたい知りたい

聞きたい聞きたい
支えたい支えたい ▲ささえ愛懇談会の花見

☆ささえ愛懇談会での参加者の声

　義母はサンダルを履いてスノーダンプで雪寄せをしています。危ないので「ばあちゃん、
家に入れ」と私が家の中から叫びます。その言葉が本人の頭の中では「なにやってやがる」
と聞こえ、それをメモしています。「○時○分、嫁になにやってやがると言われた。私には
何のことか分かりません」と日記帳に書いていました。

　二人で一緒にいるとイライラしてしまいます。こちらが参ってしまうのでは、と思いま
す。実際、体の調子も悪く医者にもかかっています。また、「自分もこうなるのか」という
思いもあり複雑です。悩みを話せる場があることがこんなにも助けになると思いませんで
した。

○聴いてほしい～家族の思い～

○温かいことばや集いの場に助けられます・・・

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
講
座
で
す
。

二
十
七
年
度
は
大
工
町
町
内
、
民
生
委
員
協

議
会
、
皆
瀬
中
学
校
、
湯
沢
翔
北
高
校
、
湯

沢
郵
便
局
、
湯
沢
警
察
署
な
ど
、
全
体
で
は

二
十
六
回
、
五
百
九
十
一
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー

が
誕
生
し
ま
し
た
。
オ
レ
ン
ジ
の
リ
ン
グ
が

そ
の
証
で
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
と
聞
く
と
特
別

に
何
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
そ
の
人
に
あ
っ

た
対
応
を
学
ぶ
こ
と
で
、
普
段
の
生
活
の
中

で
認
知
症
の
人
や
家
族
を
見
守
り
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
を
続
け
ら
れ
る

地
域
を
み
ん
な
で
作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
二
十
八
年
度
も
講
座
を
受
講

す
る
町
内
、
企
業
、
各
種
団
体
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

○
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　
二
十
八
年
度
か
ら
始
め
た
新
し
い
取
り
組

み
で
す
。
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
で
、
適
切

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
を
利
用
し
て
い
な

い
人
、
認
知
症
状
が
強
く
、
家
族
や
周
囲
が

困
っ
て
い
る
人
を
訪
問
し
、
受
診
を
勧
め
た

り
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
な
ど
、
初
期

の
支
援
を
行
い
ま
す
。
チ
ー
ム
員
に
は
医
師

も
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
さ
さ
え
愛
懇
談
会

　
認
知
症
の
人
と
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
集
い
で
す
。
認
知
症
の
人
を
介

護
し
て
い
て
、
普
段
な
か
な
か
話
せ
な
い
こ

と
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
場
、
そ
ん
な
集
い

の
場
が
「
さ
さ
え
愛
懇
談
会
」
で
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
地
域
包
括
支

　
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
78
2
3
1
1
）
へ

　介護で悩んでいるとき、他の人から「それぐらいで何を言っているの」とか「みんなは
もっと難儀しているのよ」などと言われました。
　自分でもそう思っていますが、なんだか自分が情けなくなってしまいました。

　認知症の母を介護して 8年になります。穏やかな性格の人でしたが、すごく暴れるようにな
り、私一人では押さえられずに夫と一緒に押さえたことも多々ありました。そういう親の姿を
見るのが、情けなくて、惨めで、泣けてくるような状態で外に出すのも恥ずかしかったです。
病院に連れて行ったらアルツハイマー病と診断され、薬を処方してもらったら、だんだんと穏
やかになり暴れることがなくなりました。
　お医者さんに薬が効いて穏やかになり感謝しています、と伝えたところ「薬で治ることはあ
りません。あなたたちの介護が良かったからです」と言われた時は、思わず涙が出ました。



2016.10.01
6

2016.10.01
7

湯沢市若者女性活躍推進会議
湯沢ミライ会議　～市民参加型ワークショップを開催します～

ワークショップ形式での会議の様子

　8月30日付で、川原毛の酸性変質帯が新たに県指定天

然記念物に指定されました。

　川原毛の酸性変質帯は、県道310号秋ノ宮小安温泉線

沿いに位置しています。

　この一帯は、強酸性熱水と噴気作用により変質し、

石英が主成分の白色珪化帯となっています。いたる所

から火山ガスが噴出し、白い山肌と奇岩に覆われ、植

生の見られない荒涼とした景観です。火山ガス噴出の

様子や噴出口に硫黄が結晶化した様子が間近で見られ

るなど、火山活動観察の適地でもあります。

　川原毛の酸性変質帯は、古くから人々の生活や信仰

と深く関わってきた地域であり、活発な熱水活動を代

表する地域として学術上貴重な文化財です。

◯問い合わせ　湯沢市防犯協会事務局（くらしの相談課生活環境班内☎55-8069）へ
参加費無料 ! どなたでも気軽にご参加ください。

　私たちの身近なところに犯罪は潜んでいます。
　いま私たちに必要なのは、自分自身または子どもた
ちがトラブルに巻き込まれ被害者とならないために、
危険から身を守る知識を身に付けることです。
　地域の安全・安心は、私たち住民の願いです。
　住民一人一人の防犯意識の向上と、強い連帯感で今
まで以上に安全な地域を築いていきましょう。

新たに県指定天然記念物に指定されました 『元気アップ教室』参加者募集！新たに県指定天然記念物に指定されました 『元気アップ教室』参加者募集！新たに県指定天然記念物に指定されました 『元気アップ教室』参加者募集！

あなたの「声」が「条例」になる !?

　湯沢ミライ会議では、「若者と女性の活躍の推進に関す
る条例（仮称）」の制定に向けて、まちづくりに若者や女
性の声や視点を反映させるための課題や方策等について
考える「市民参加型ワークショップ」を開催します。
　ワークショップへの参加を希望する人は、ひびく・つ
ながる創造課までご連絡ください。この機会に、若者と
女性が活躍するまちづくりへの意見やアイデアをお聞か
せください。

【元気アップ教室とは】
　元気アップ教室は、介護認定を受けていない65歳以上の人を対象とした体力づくり教室です。転倒予防や筋
力アップを目的に、自宅でも取り組めるような運動、口腔体操、脳トレなどを行います。
　参加者からは、「体全体が軽くなったような気がする」「足腰の動作がスムーズになった」「筋力がついた気が
する」「みんなで楽しく運動できて気分爽快だった」などの感想が寄せられています。

【参加者を募集します】
〇と　き　11月8日から12月20日までの火曜日と金曜日（全13回）
　　　　　午前9時30分～11時30分
〇ところ　ふるさとふれあいセンター（旧岩崎小学校向かい）
〇内　容　筋力トレーニング、口腔体操、脳トレなど
〇講　師　三浦　敬樹さん（健康運動指導士）
〇対　象　市内在住の介護認定を受けていない65歳以上の人で、
　　　　　全13回継続して参加できる人
〇定　員　15人（先着順）
〇申し込み期間　10月6日㈭～13日㈭
〇申し込み・問い合わせ　健康対策課保健推進班(☎56-8020)へ

みうら　　　けいき

元気アップ教室で運動する参加者

○と　き　10月17日㈪午前10時～正午
○ところ　湯沢グランドホテル
○内　容　①防犯功労者表彰式
　　　　　②講演
　　　　　③大会宣言（湯沢保育園年長組）

○問い合わせ　教育委員会生涯学習課（☎73‒2163)へ

湯沢市民防犯大会を開催します！湯沢市民防犯大会を開催します！湯沢市民防犯大会を開催します！

〇と　き　10月15日㈯午後 2時
〇ところ　市役所本庁舎１階市民ロビー
〇対　象　高校生以上
〇申込締め切り　10月12日㈬
〇申し込み・問い合わせ　ひびく・つながる創造課魅力創生班（☎55-8274）へ



　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

10
月
9
日
㈰
午
前
5
時
30
分

〜
7
時
30
分
／
午
前
5
時
か
ら
湯
沢
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
で
受
け
付
け

※
雨
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

一
人
で
苦
し
ま
な
い
で
、
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

10
月
20
日
㈭
／
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室

34
◯
相
談
料　

無
料

◯
定　

員　

4
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策

課
保
健
推
進
班
（
☎
56
8
0
2
0
）
へ

　

出
稼
ぎ
手
帳
の
交
付
（
更
新
）
と
傷
害

保
険
の
加
入（
更
新
）手
続
き
を
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

◯
受
付
場
所　

ま
る
ご
と
売
る
課
商
工
労

政
班
（
市
役
所
本
庁
舎
2
階
）

◯
受
付
時
間　

平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分

※
前
年
と
同
じ
事
業
所
（
会
社
）
で
働
く

場
合
で
も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
労
条
件

な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◯
問
い
合
わ
せ　

ま
る
ご
と
売
る
課
商
工

労
政
班
（
☎
55
8
1
8
6
）
へ

　

高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
、
健
康
と
福
祉
の
総
合
的
な
祭
典
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
、
平
成
二
十
九
年
度

に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
湯
沢
市
は

俳
句
交
流
大
会
の
会
場
と
な
る
こ
と
か
ら
、

機
運
を
高
め
る
た
め
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
事

前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

11
月
1
日
㈫
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

◯
参
加
費　

千
円
（
昼
食
代
な
ど
）

※
一
人
二
句
ま
で
、
当
日
会
場
で
受
け
付

け
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
14
日

㈮
ま
で
、長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護
班（
☎

73
2
1
2
3
）
ま
た
は
、
ゆ
ざ
わ
吟
社

園
部
（
☎
73
1
5
8
1
）
へ

【
松
浦
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

昭
和
51
年
1
戸
、
52
年
1
戸

・
構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
二
千
三
百
円
〜
二
万
四

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
山
田
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

昭
和
53
年
1
戸
、
54
年
1
戸

・
構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
三
千
六
百
円
〜
二
万
五

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
倉
内
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
7
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

二
万
二
千
百
円
〜
三
万
二
千

　

九
百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
大
舘
共
同
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

平
成
7
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

三
万
五
千
円

◯
募
集
期
間　

10
月
3
日
㈪
〜
13
日
㈭

（
受
け
付
け
は
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

課
建
築
住
宅
班
（
☎
55
8
1
5
8
）
へ

◯
と　

き　

11
月
5
日
㈯
、
6
日
㈰

◯
と
こ
ろ　

稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

◯
内　

容　

両
日
＝
作
品
展
示
、
6
日
＝

活
動
発
表

◯
問
い
合
わ
せ　

稲
川

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
42
5
8
1
6
）へ

健
康
ウ
ォ
ー
ク

〜
ダ
リ
ア
園
コ
ー
ス
〜

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2016.10.01
9

2016.10.01
8

出
稼
ぎ
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

秋
田
県
種
苗
交
換
会
記
念

『
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

リ
ハ
ー
サ
ル
吟
行
俳
句
大
会
』

「
稲
川
地
域
文
化
祭
」
開
催

〜
い
な
か
わ

マ
ナ
ビ
ィ
の
つ
ど
い
〜

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
親
元
で
生
活
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
全
国
で
約
四
万
六

千
人
、
県
内
に
は
約
二
百
人
い
ま
す
。
そ

う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
的
な
環
境
で

養
育
す
る
里
親
の
登
録
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

里
親
と
し
て
登
録
す
る
た
め
に
は
、
研

修
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

県
南
児
童
相
談
所
（
☎

0
1
8
2
32
0
5
0
0
）
へ

　

技
能
検
定
と
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進

法
に
基
づ
い
て
、
労
働
者
の
有
す
る
技
能

を
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
検
定
し
、
こ
れ

を
公
証
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

◯
職　

種　

建
設
関
係
、
金
属
加
工
関
係
、

　

一
般
機
械
器
具
関
係
、
電
気
・
精
密
機

械
器
具
関
係
、
食
料
品
関
係
、
衣
服
・

繊
維
製
品
関
係
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

関
係
な
ど

◯
等　

級　

特
級
、
1
級
、
2
級
、
3
級

お
よ
び
単
一
等
級

◯
受　

付　

10
月
3
日
㈪
か
ら
14
日
㈮
ま

で
、
秋
田
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
秋

田
市
）
ま
た
は
、
各
技
能
セ
ン
タ
ー
へ

◯
実
技
試
験
日　

12
月
1
日
㈭
か
ら
平
成

　

29
年
2
月
12
日
㈰
ま
で
の
秋
田
県
職
業

能
力
開
発
協
会
が
指
定
す
る
日

◯
学
科
試
験
日　

平
成
29
年
1
月
22
日
㈰
、

　

29
日
㈰
、
2
月
1
日
㈬
、
5
日
㈰

◯
合
格
発
表　

平
成
29
年
3
月
10
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

県
雇
用
労
働
政
策
課

（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
2
3
0
1
）ま

た
は
秋
田
県
職
業
能
力
開
発
協
会（
☎

0
1
8
―
8
6
2
―
3
5
1
0
）へ

◯
と　

き　

10
月
14
日
㈮
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

道
の
駅
お
が
ち

◯
内　

容　

衛
生
的
手
洗
い
の
実
践
、
食

品
衛
生
パ
ネ
ル
展
示
と
意
見
交
換
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
「
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
の
食
中
毒
と
感

染
症
」
上
映
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
地
域
振
興
局
環
境

指
導
課
（
☎
73
6
1
5
7
）
ま
た
は
湯

沢
雄
勝
食
品
衛
生
協
会
（
☎
72
7
2
0

 

7
）
へ

　

十
月
六
日
か
ら
県
内
の
最
低
賃
金
が

二
十
一
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
一
時
間
あ
た

り
「
七
百
十
六
円
」
と
な
り
ま
す
。

　

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
、
県
内
の
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
、
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
い
と
、
最
低
賃
金
法
違
反
と
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
た
は
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
労
働
局
賃
金
室

（
☎
0
1
8
―
8
8
3
―
4
2
6
6
）へ

　

国
土
交
通
省
で
は
、「
雄
物
川
水
系
河

川
整
備
計
画（
変
更
素
案
）」
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◯
公
開
方
法

　

▽
掲
載
＝
湯
沢
河
川
国
道
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

　

▽
閲
覧
＝
湯
沢
河
川
国
道
事
務
所
ま
た

は
各
出
張
所
、
市
役
所
本
庁
舎
1
階

市
民
ロ
ビ
ー
お
よ
び
各
総
合
支
所

◯
募
集
期
間

　

11
月
4
日
㈮
ま
で
、
計
画
概
要
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
付
属
は
が
き
、
ま
た
は
湯
沢
河

川
国
道
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

【
意
見
を
聴
く
場
】

◯
と　

き　

10
月
14
日
㈮
午
後
7
時
〜
9

時
◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
会
議
室
25
・

26
※
意
見
発
表
す
る
か
た
は
、
10
月
7
日
㈮

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
河

川
国
道
事
務
所
調
査
第
一
課
（
☎
73

5
5
4
4
）
へ

◯
と　

き　

11
月
7
日
㈪
〜
平
成
29
年
2

月
6
日
㈪
／
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
50

分
◯
と
こ
ろ　

㈱
し
す
て
む
工
房（
横
手
市
）

◯
内　

容　

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
ソ
フ
ト

の
基
礎
操
作
な
ど

◯
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
を
し
て
い
る
人

◯
定　

員　

15
人
（
面
接
な
ど
に
よ
り
選

考
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
12
日

㈬
ま
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢
（
☎
73

6
1
1
7
）
へ

「
里
親
」
登
録
者
を

募
集
し
ま
す　

技
能
検
定
（
国
家
試
験
）

食
品
安
全
情
報
の
駅

「
手
洗
い
教
室
」

秋
田
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

雄
物
川
の
川
づ
く
り
に

関
す
る
意
見
を
募
集

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

求
職
者
支
援
訓
練

「
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
基
礎
科
」

受
講
者
募
集



　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
「
体
験
談
・

説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

10
月
22
日
㈯
午
後
6
時
30
分

〜
8
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
第
一
研
修
室

◯
参
加
費　

無
料

※
体
験
談
を
聞
く
だ
け
の
人
や
学
生
の
参

加
も
歓
迎
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

青
年
海
外
協
力
隊
秋
田

県
Ｏ
Ｂ
会
県
南
支
部
沓
澤
（
☎
0
9
0

―
7
0
6
4
―
6
8
7
9
）
へ

◯
と　

き　

10
月
9
日
㈰
／
午
前
9
時
ま

で
須
川
地
区
セ
ン
タ
ー
に
集
合

◯
と
こ
ろ　

東
鳥
海
山
（
権
現
山
）

◯
参
加
費　

無
料

◯
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

※
登
頂
者
に
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
進
呈
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
6
日

㈭
ま
で
、
須
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委

員
会
（
☎
79
2
1
1
1
）
へ

　

了
翁
禅
師
生
誕
の
地
や
修
行
の
地
を
巡

り
ま
す
。
東
成
瀬
地
区
の
紅
葉
、
座
禅
体

験
も
楽
し
み
ま
す
。

◯
と　

き　

10
月
24
日
㈪
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
20
分
／
午
前
8
時
50
分
ま
で
市

役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ
ビ
ー
集
合

◯
行
き
先　

八
幡
地
区
、
伊
藤
漬
物
本
舗
、

三
輪
神
社（
羽
後
町
）、
龍
泉
寺
、
不
動

滝（
東
成
瀬
村
）

◯
参
加
費　

千
五
百
円
（
昼
食
、保
険
料
）

◯
定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み　

①
10
月
7
日
㈮
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
／
市
役
所
本
庁
舎
1
階
市

民
ロ
ビ
ー
で
受
け
付
け
②
10
月
8
日
㈯

か
ら
14
日
㈮
ま
で
、
左
記
へ
電
話
で
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
観
光
ガ
イ
ド
の

会
・
了
翁
禅
師
研
究
会
小
原
（
☎
0
9

 

0
―
3
7
5
9
―
5
3
2
9
）
へ

　

幡
野
地
域
の
神
社
仏
閣
、
史
跡
を
巡
り
、

歴
史
文
化
を
学
び
ま
す
。

◯
と　

き　

10
月
20
日
㈭
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
／
午
前
8
時
50
分
ま
で
幡
野
地

区
セ
ン
タ
ー
集
合

◯
行
き
先　

倉
内（
川
港
跡
）、
柳
田（
柳

田
城
址
）、
金
谷（
八
幡
神
社
）、
八
幡

（
了
翁
禅
師
史
跡
・
八
幡
神
社
）、
新
田
、

落
合
、
京
塚

◯
参
加
費　

五
百
円
（
昼
食
、
保
険
料
）

◯
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
6
日

㈭
ま
で
、
幡
野
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
73

2
7
1
8
）
へ

◯
と　

き　

11
月
10
日
㈭
、
11
日
㈮

◯
と
こ
ろ　

秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ

（
秋
田
市
）

◯
内　

容　

民
謡
シ
ョ
ー
、
障
が
い
者
作

品
展
、
作
品
販
売
な
ど

【
作
品
募
集
】

◯
募
集
内
容　

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
手

　

芸
、
書
道
、
写
真
、
陶
芸
、
Ｃ
Ｇ
ア
ー

ト
◯
応
募
資
格　

県
内
在
住
で
障
が
い
の
あ

る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
制
作
し
た

作
品
で
、
全
分
野
を
通
じ
て
一
人
一
点
、

ま
た
は
一
グ
ル
ー
プ
一
点
と
し
ま
す
。

◯
応
募
方
法　

10
月
13
日
㈭
ま
で
、
福
祉

課
障
が
い
福
祉
班
ま
た
は
湯
沢
保
健
所

へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◯
問
い
合
わ
せ　

心
い
き
い
き
芸
術
・
文

化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
0
1
8

―
8
6
4
―
2
7
8
0
）
へ

◯
と　

き　

10
月
15
日
㈯
午
前
9
時
30
分

〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
中
央
病
院

◯
テ
ー
マ　
「
そ
う
だ
!
雄
勝
中
央
病
院

へ
行
こ
う
!
見
て
、
聞
い
て
、
体
験
し

て
『
地
域
の
力
』
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
」

◯
内　

容　

演
芸
、
展
示
、
バ
ザ
ー
、
産

地
直
売
、
医
療（
健
康
）相
談
、
食
べ
物

コ
ー
ナ
ー
、
餅
つ
き
コ
ー
ナ
ー
、
消
防

（
地
震
体
験
車
）
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
中
央
病
院
（
☎
73

5
0
0
0
）
へ

◯
と　

き　

10
月
15
日
㈯
午
後
1
時
〜
4

時
◯
と
こ
ろ　

さ
き
が
け
ホ
ー
ル（
秋
田
市
）

◯
参
加
費　

無
料

◯
定　

員　

200
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
赤
十

字
乳
児
院
京
極
（
☎
0
1
8
―
8
8
4

―
1
7
6
0
）
へ

東
鳥
海
山
（
権
現
山
）

住
民
登
山

秋
田
県
里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

雄
勝
中
央
病
院
祭

幡
野
ふ
る
さ
と
探
訪
会

第
16
回

心
い
き
い
き
芸
術
・
文
化
祭

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

了
翁
様
に
親
し
む

市
民
バ
ス
ツ
ア
ー

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　

手
づ
く
り
の
ク
ラ
フ
ト
品
や
こ
だ
わ
り

の
食
べ
物
、
秋
の
恵
み
が
並
ぶ
、
湯
沢
発

の
手
作
り
市
場
で
す
。

◯
と　

き　

10
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

小
町
の
郷
公
園
（
道
の
駅
お

が
ち
隣
接
）

※
雨
天
時
は
、
小
野
地
区
セ
ン
タ
ー
（
旧

小
野
小
学
校
）
で
開
催
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

ゆ
ざ
わ
グ
リ
ー
ン
マ

ル
シ
ェ
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
55

8
5
8
2
）
へ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来

た
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
、

近
代
日
本
の
女
性
実
業
家
の
さ
き
が
け
で

あ
る
広ひ
ろ

岡お
か

浅あ
さ

子こ

の
波
乱
に
富
ん
だ
生
涯
な

ど
に
つ
い
て
、
解
説
し
ま
す
。

◯
と　

き　

10
月
19
日
㈬
午
後
6
時
〜
7

時
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
演　

題　
「
加
島
屋
と
広
岡
浅
子
」

◯
講　

師　

渡わ
た

邉な
べ

完か
ん

さ
ん
（
大
同
生
命
保

険
㈱
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
）

◯
参
加
費　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
法
人
会
（
☎
78

0
2
1
1
）
へ

◯
と　

き　

10
月
9
日
㈰
午
後
2
時
開
場

／
2
時
30
分
開
演

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

◯
曲　

目　

　

・
オ
ネ
ゲ
ル
／
交
響
詩
「
夏
の
牧
歌
」

　

・
ハ
イ
ド
ン
／
交
響
曲
第
100
番「
軍
隊
」

　

・
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
／
交
響
曲
第
9
番

「
新
世
界
よ
り
」

◯
入
場
料　

千
円（
当
日
千
三
百
円
）、
中

学
生
以
下
＝
無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
民
管
弦
楽
団
豊

島
（
☎
72
1
4
3
9
）
へ

◯
と　

き　

10
月
19
日
㈬
午
後
1
時
〜
4

時
◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

◯
演　

題　
「
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た

め
に
」

◯
講　

師　

長な
が

沼ぬ
ま

敏と
し

幸ゆ
き

（
湯
沢
市
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

◯
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

市
内
施
設
、
当
事
者
、

家
族
発
表　

◯
問
い
合
わ
せ　

精
神
障
害
者
家
族
と
共

に
歩
む
会
「
日
の
出
会
」
事
務
局
藤
原

（
☎
0
1
8
3
42
2
3
9
8
）
へ

　

蔵
元
の
誇
る
日
本
酒
の
き
き
酒
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

10
月
31
日
㈪
午
後
4
時
〜
8

時
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

※
詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
酒
販
青
年
会
（
☎

73
8
3
9
6
）
へ

ゆ
ざ
わ
グ
リ
ー
ン
マ
ル
シ
ェ

手
づ
く
り
市
場

経
営
セ
ミ
ナ
ー

県
南
地
区精神

障
が
い
者

家
族
学
習
会

第
61
回湯沢

市
民
管
弦
楽
団

定
期
演
奏
会

酒
ｅ
ｘ
ｐ
ｏ 

in 

湯
沢

酒
屋
唄
と
民
謡
の
夕
べ

稲わら焼きは県条例で原則禁止されています。特に、周辺に影響が出やすい

までの間全面的に
禁止しています。10月1日から11月10日10月1日から11月10日10月1日から11月10日10月1日から11月10日10月1日から11月10日

稲わら・もみ殻の焼却をやめましょう稲わら・もみ殻の焼却をやめましょう

2016.10.01
11

2016.10.01
10



　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
、
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意

見
、
要
望
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
を
図
る

「
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。
期
間
中
、

下
記
の
日
程
で
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
日
以
外
に
も
相

談
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

○
湯
沢
地
域
　
川
崎
　
　
茂（
☎
73
6
9
3
2
）

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
正
己（
☎
73
8
0
3
5
）

○
稲
川
地
域
　
松
村
　
政
男（
☎
43
2
3
6
4
）

○
雄
勝
地
域
　
菊
地
　
雄
二（
☎
52
3
8
8
0
）

○
皆
瀬
地
域
　
髙
橋
喜
一
郎（
☎
46
2
3
5
5
）

○
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
行
政
評
価
事
務
所
行
政

　
相
談
課（
☎
0
1
8-

8
2
4-

1
4
2
6
）へ

稲川農村環境改善センター
サ ー ク ル 室

雄 勝 文 化 会 館
ふるさとホール

皆瀬開発総合センター
1　階

市役所１階 1 6相談室

　 10月17日～23日 行政相談週間

か
わ
さ
き

し
げ
る

さ

さ

き
ま
さ
み

ま
つ
む
ら

ま
さ
お

き
く
ち

ゆ
う
じ

た
か
は
し
き
い
ち
ろ
う

午前10時
～
正　午

10月19日㈬

湯沢地域

稲川地域

雄勝地域

皆瀬地域

地　域 会　　　場開 設 日 開設時間

　『“暮らす” と “はたらく” が愛着ある場所でつな
がる、新しいはたらきかた』＝“Loco-Working” を軸
として、湯沢らしいシゴト、ワークスタイルについ
て考えるワークショップを開催します。
　子育てや介護などさまざまな理由で多様な働き方
を必要としているかた、この機会にぜひ、同じ境遇
の仲間たちと“はたらく”について考えてみませんか。
○と　き　10月15日㈯ 午後2時～4時
○ところ　市役所本庁舎2階会議室25・26
○参加費　無料
○内　容　愛着のある地元で働きたい人たち（担い
手）だけでなく、事業者や自治体職員など多様な
メンバーで 「そのまちだからこそできる仕事」

　「そのまちらしい仕事」 「そのエリアの価値を発信
できる仕事」 について考えます

○講　師　非営利型株式会社Polaris
○申し込み　電話またはＷＥＢページ （http//yuza
　wa-cs.com）で申込みください
◯問い合わせ　在宅ワーク推進センター（株式会社
パソナテック内☎050-8882-5622）へ

　秋の狂犬病予防注射を下記の日程で実施します。
まだ平成28年度に予防注射を受けていない犬には、
必ず予防注射を受けさせてください。
　また、市外の動物病院で予防注射を受けた場合は、
注射済票を提出してください。
　飼い犬を登録いていない場合は、必ず登録手続き
をしてください。
　どちらの手続きも注射会場、市役所本庁舎または
各総合支所でお願いします。

■問い合わせ
　くらしの相談課生活環境班（☎55-8069）へ

　 

“ジモトではたらく”を創る　　　
　　Ｌｏｃｏなシゴトのつくり方

『はたらくを創る』『はたらくを創る』

　新しく事業を始めたい人などを対象に、経営知識
やノウハウ、経営資源を得るための場を提供し、起
業・創業を支援します。
と　き　10月20日から12月1日までの毎週木曜日

　　　　　午後7時～9時
ところ　市役所本庁舎2階会議室25・26
内　容　起業するにあたり踏まえておきたい知識

　　　　　の講義と事業計画書の作成支援
講　師　一般社団法人ＭＡＫＯＴＯ　
受講料　無料
申込期限　10月19日㈬

※詳細は、市ホームページをご覧ください。
申し込み　次のいずれかの方法により、Web入力
　フォームから申込みください。
　①ＱＲコードから
 
　②Web 入力フォームへ直接
　https://goo.gl/forms/kEpCsAfmdgTKZ7bU2
問い合わせ　一般社団法人ＭＡＫＯＴＯ
　　　　　　　（☎022-352-8850）へ

狂犬病
予防注射日程

狂犬病予防注射・犬の登録について狂犬病予防注射・犬の登録について

○と　き　10月23日㈰
○時　間
　①午前9時～9時20分／市役所雄勝庁舎前
　②午前9時50分～10時／市役所皆瀬庁舎前
　③午前10時20分～10時40分／市役所稲川庁舎前
　④午前11時～11時30分／市役所本庁舎前

2016.10.01
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63,864

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

８月分

合　　　計 13

1 10,000弔 慰 金 等

0 0協　賛　金

4,9002祝金及び寸志

0 0見　舞　金

香典

5 23,464接　　　遇 贈答用桜桃代ほか

5 25,500会　　　費

交際費報告

ゆざわ未来づくり学校2016懇親会
ほか

稲庭地区納涼祭寸志、特別養護老人
ホーム平成園夏祭り寸志

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

2016.10.01
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市長日誌（８月）
1日（月）

▲稲庭うどんを「ふるさと名物」として宣言した齊藤市長

秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会要望会（宮
城県仙台市、東京都）

2日（火） 秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会要望会（東
京都）

3日（水） 秋田県南地域6期成同盟会等合同要望会（東京都）～4日
まで

5日（金） 七夕絵どうろうまつり開会式、「ふるさと名物応援宣言」
の公表、七夕ちょうちん行列開会セレモニー

6日（土） 七夕絵どうろうまつりコンクール表彰式、七夕路上コン
サート 「ＴＡＭＡＣＯＮ」

7日（日） 七夕健康マラソン大会開会式
8日（月） 湯沢雄勝広域市町村圏組合議会臨時会、第39回雄勝大花

火大会
9日（火） 新庄・湯沢地域間高規格幹線道路建設促進同盟会要望会

（山形県新庄市、同山形市、宮城県仙台市）
10日（水） 新庄・湯沢地域間高規格幹線道路建設促進同盟会要望会

（東京都）
15日（月） 平成28年度湯沢市成人式、百歳長寿祝い
19日（金） 湯沢市ゲートキーパー養成研修会
20日（土） 雄勝野づくり講演会・懇親会
22日（月） 市議会全員協議会
24日（水） 湯沢市観光二次アクセス整備推進協議会設立総会
25日（木） 新庄まつり（山形県新庄市）、秋田さきがけ県南政経懇話

会8月特別例会（横手市）
26日（金） 国道398号改良整備促進期成同盟会ほか2同盟会要望活動

（秋田市）
29日（月） 定例記者会見

副市長の「びゃっこ聞いでけれ」市長の「びゃっこ聞いでけれ」
　　　　　　　　　　

　凛とした空気を感じる季節となりました。広がる田園風景にたわわに実った稲穂。そんな景
色に胸を躍らせているのは私だけではないと思います。「食欲の秋」 到来と共に開催される
「全国まるごとうどんエキスポ」 も今年で6年目です。すっかり一大イベントとして定着し、
「強く長いつながり」 を築いていることをうれしく思います。
　さて、「秋」 「強く長いつながり」 からもう一つ想起されるのが、今年で26年目を迎える、友好交流都市・ドイ
ツのジークブルク市との中学生派遣交流です。昨年10月、私も湯沢市からの訪問団長として、中学生13人と共に
同市を訪れました。語りたいことは山ほどありますが、中学生たちの姿を通じ、特に若くして視野を広げる意義
深さを改めて実感しました。例えば交通面一つとっても、ラウンドアバウト（円形交差点）や改札が無い駅の構
造など、目新しいものが多くありました。ケルン大聖堂の荘厳な雰囲気から宗教の持つ重要性を感じ、食生活やチッ
プ文化など、無数の違いを経験しました。言語や髪の色を始め、こうした違いを乗り越えて友情を育んだ中学生
たちは、きっと自らの世界観を大きく広げたと思います。
　知らない世界を知ろうとすること。これは自身の成長を促す上でとても大事なことだと思います。「情報を制す
るものが戦いを制する」 等とも言われますが、特に昨今のような変化の激しい時代にあって、「井の中の蛙」 では
競争に勝つことは難しいでしょう。どんな天才であっても、前提知識なくして素晴らしい発想は生まれません。
広い視野を持ち、身近な生活や社会を相対視できる人間こそ、既成概念を超えて、新しい価値を実現できるのだ
と思います。よく 「ヨソモノが地域を活性化する」 と言われます。この 「ヨソモノ」 は、より正確には 「ヨソの
視点を持ったモノ」 と言い換えるべきだと思います。地元の人間であっても、積極的に外の世界に目を向け、多
くを吸収している人間は地域をどんどん変えることができるはずです。
　秋にもさまざまな出会いの機会があると思います。うどんエキスポに訪れる他地域の方々、ジークブルク市か
らやってくる訪問団の方々。新しい世界を知るきっかけの扉を、勇気を出してノックしてみませんか？

湯沢市副市長　藤井 延之　
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▲キノコの観察に夢中になるジオガイド
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懐かしい未来へ！

地方創生通信 あなたの子育て応援します！あなたの子育て応援します！

　湯沢市子育て支援総合センター（食品館隣り）は、子どもたちの健やかな成長を手助けしています。
育児に伴う悩みや問題を一緒に考えていく機関として、子育てに関する総合的な事業を行っています。

●問い合わせ　子育て支援課子育て支援総合センターすこやか　☎72-3501

　子どもを預かってほしい！そう思ったとき、顔
見知り同士で安心して気兼ねなく、託児や送迎を
頼り合えるネットの仕組みです。湯沢雄勝圏内で
より利用しやすくなるようお手伝いしています。

懐かしい未来に向けて 人と ICTが紡ぎだす地域ぐるみの子育て環境➡懐かしい未来に向けて

　親子でゆったりと過ごせるように安心安全な環境を整えてお
待ちしています。おやつ・昼食を取るスペースやベビールーム
もあります。

まずは、すこやか広場に遊びにきてください！まずは、すこやか広場に遊びにきてください！

● 開所時間　午前8時30分～午後5時
● 休　　所　日曜日、祝日、年末年始

＜子育てイベント紹介＞
　☆はじめましての交流会
　　　★げんきっこクラブ
　☆ママと天使の交流会
　　　★じゃんけんキッズ
　☆こあらちゃんタイム
　　　★すくすく成長記録
　☆すくすく歯科相談
　　　★パパとあそぼう
　☆フラワーアレンジメント
　　　★ママのエアロビ教室
　☆季節ごとの製作
　　　★楽しい音楽会
　☆ちびっこフェスタ　他

いろいろな情報提供や子育てに関わるお手伝い
もしています。気軽にご連絡ください。

※各事業の詳細は、毎月配布される「すこやかわくわく通信」に掲載。

・育児サークル支援
・療育サークル支援療

育児情報発信

チャイルドシート
無料貸し出し

みんなで子育て
街の保育園事業

ファミリー・サポート・
センター事業

昔ながらの「ご近所の頼り合い」
その現代版です！

※詳しくは、アズママ
　ホームページをご覧
　ください。

ｈｔｔｐ：／／ａｓｍａｍａ．ｊｐ／
検索AsMama
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　湯沢市ジオパーク推進協議会
では、『全国まるごとうどん
EXPO』の開催に合わせ、県内
外から訪れる皆さんにジオパー
クの楽しさを伝えようと、ジオ
パークの体験型コーナーを多数
ご用意します。ぜひご参加くだ
さい。

「ジオを体験！
秋のジオフェスinうどんEXPO」

10月
1日･2日

○と　き　10月1日㈯、2日㈰
　　　　　午前10時～午後6時
※2日は午後5時まで。
○ところ　うどんエキスポ会場内

体　　験
コーナー
体　　験
コーナー
・珍しい石をルーペで観察
・火打ち石を使ってみる
・屋外で地学実験
・湯沢の名水でコーヒー　  などなど

×
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登録してつながりをつくります

つながっている人同士の頼り合いですつながっている人同士の頼り合いです

登録してつながりをつくります



○と　　き　10月22日㈯午前9時～午後3時
○と こ ろ　稲川体育館
○対　　象　市内在住で通勤または通学して

いる人
○実施種目　•6～64歳＝握力、上体起こし、長

座体前屈、反復横とびなど
　　　　　　•65～79歳＝握力、上体起こし、

長座体前屈、開眼片足立ちなど
○問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班へ
※事前の申し込みは不要です。

体力測定会開催!

　冬季期間に屋内運動施設を継続して定期的に利用を希望する団
体は下記に申し込んでください。
○施　設
【湯沢市健康ドーム】
•期　間　11月1日～平成29年3月31日
　　　　　（休館日=毎週月曜日夜間と年末年始）
【稲川交流スポーツエリア屋内運動場】
•と　き　11月1日～平成29年3月31日
　　　　　（休館日=毎週火曜日と年末年始）
※スポーツエリアを利用希望する団体を対象とした説明会を10
月下旬に開催します。
○利用対象者　市内に拠点を置くスポーツ団体
○申し込み・問い合わせ
　10月14日㈮まで、総合体育館（☎72‒6500）、稲川交流スポー
ツエリア（☎42‒5060）または生涯学習課スポーツ振興班（☎
55‒8286）へ
※同日時に重複して利用希望の申し込みがあった場合は、調整し
ます。また、市主催の事業があった場合には、利用を遠慮いただ
くこともあります。

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2016.10.01
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屋内運動施設の

○と　　き　11月20日㈰
○と こ ろ　総合体育館
○参加資格　18歳以上の湯沢市民で組織して

いるチーム
○参 加 料　１チーム2,000円
○申し込み・問い合わせ
　11月11日㈮まで、湯沢市バスケットボー
ル協会丹（☎090-2605-2886）へ

市民総体 バスケットボール

【パークゴルフ場】10月31日㈪まで
○問い合わせ　総合体育館（☎72‒6500）へ

体育施設情報

○と　　き　11月6日㈰
○申し込み・問い合わせ
　10月23日㈰まで、湯沢市卓球連盟福原（☎
兼℻72-1105）へ

※詳細は広報ゆざわ9月1日号のユースポをご
覧ください。

市民総体卓球の日程および
申し込み等が変更になりました

○と　　き　10月16日㈰開会式午前8時45分
　　　　　　午前9時30分スタート
○コ ー ス　三関地区センター前をスタート・ゴール
　　　　　　７区間全長29.5㎞
○参加資格　大会当日15歳以上（高校生以上）で健康な人
※２区に限り中学生の出場が可能。
○参 加 料　１チーム6,000円
○申し込み・問い合わせ
　10月3日㈪まで、所定の申込用紙に必要事項を記入の上、
郵送にて湯沢市駅伝競走大会事務局照井（〒012-0033 湯
沢市清水町5-8-8、☎090-2887-2443）へ

　体操やリトミックを取り入れたリズム運動で子どもの運動
能力と心の発達を促すことを目的としています。
○期　　間　10月6日から平成29年2月16日までの木曜日
　　　　　　（全 9回）
○場　　所　総合体育館、湯沢雄勝広域交流センターほか
○対　　象　4月1日現在で満２・３歳
○参 加 料　2,000円（自己負担別途有）
○申し込み　参加料を添えて総合体育館（☎72-6500）へ

カンガルースクール後期追加募集!

第50回湯沢市駅伝競走大会

利用について
屋内運動施設を継続して定期的に利用を続続 用を用を用を屋内屋内屋内
し込んでください。さい。。し込し込し込

動施設の施設の施設の施設の

参加料を添えて総合体育館（☎72-65

利用に利用利用利用用に用に用冬季

参加料無料

　江戸時代、湯沢の佐竹南家の御屋敷にあった御用座という
役所で書かれた日記271冊が現存し県指定文化財となってい
ます。『御日記』と称し、天和2年(1682)～慶応4年(1868)の
187年間の記録です。御屋敷の出来事をはじめ家臣の動向、
町方や村方からの報告や訴訟、幕府や藩庁からの通達、交通
事情や災害など詳しく記録され、当時の地方事情を知る貴重
な史料です。
　この『御日記』の翻刻事業が進められ、現在11巻(66年分)
まで出版され貸し出しております。また、原本の複写本はご
希望があれば館内閲覧できます。

瀧本　哲史／著

湯

雄
湯

雄

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

穴の本

へんてこたまご

プーさんとであった日

風雲しょうが丸

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

皆
皆

佐藤　隆三／著

佐藤隆三著作集第１巻
文化・社会の日米比較 ミライの授業

フレッド・ピアス

三田　　完

吉川永里子

平岡　陽明

湯

稲
雄

皆

新着図書案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

10月の特集・イベント10月の特集・イベント10月の特集・イベント

月10

2016.10.01
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外来種は本当に悪者か？

不機嫌な作詞家　阿久悠日記を読む

あなたもつかめる！もう探さない人生

ライオンズ、1958。

湯 雄

と　き：10月22日㈯　午前10時30分～
ところ：湯沢図書館児童室

ピーター・ニューエル

エミリー・グラヴェット

リンジー・マティック

川端　　誠

と　き：10月8日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館　児童コーナー

　湯沢図書館では、除籍した図書や雑誌のリサイクル
市を開催します。
○と　き　10月17日㈪～31日㈪
          午前9時30分～午後6時30分
○ところ　湯沢図書館風除室

稲
と　き：10月15日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

おはなしの会「ひまわり」による読み聞かせおはなしの会「ひまわり」による読み聞かせ

　2015年に著者が全国の中学校を
訪ねた特別講義が紹介されており、
世界を変えた20人の生き方や考え
方を交え、未来をつくる５つの法
則とそのエッセンスが凝縮されて
います。今をつくってきた大人に
もご覧いただける、濃密で驚きと
発見に満ちた内容となっています。

おはなし会おはなし会

湯沢図書館に所蔵されている『佐竹南家日記』原本と翻刻本

　湯沢市出身の国際的な経済学者
である氏の代表的な著作を網羅す
る著作集の第１巻。日米両国を行
き来した体験をもとにした日米経
済事情を収録。

一　般：「秋は、●●‼」
天高く馬肥ゆ…。
　あなたの「秋」は何でしょう。

みんなの森おはなし会

児　童：「秋をさがしに森へ」

一　般：「秋は、●●‼」
天高く馬肥ゆ…。
　あなたの「秋」は何でしょう。

みんなの森おはなし会

児　童：「秋をさがしに森へ」

児　童　「線路はつづくよ、どこまでも!」
一　般　「作品を２倍楽しもう!～映像化原作本特集～」
児　童　「線路はつづくよ、どこまでも!」
一　般　「作品を２倍楽しもう!～映像化原作本特集～」

湯沢図書館リサイクル市



市内各地で敬老会を開催

地域の防災意識を高める

　長寿をお祝いする敬老会が、9月4日の高松地区を皮切りに、
26団体がそれぞれ主催し市内各地で開催されました。

　9月1日現在で市内の70歳
以上は1万2,647人で、男性
4,894人、女性7,751人です。
その内100歳以上は32人で、
男性の最高齢は107歳（県内男
性最高齢）、女性は105歳です。
　各会場では、お互いの長寿
と健康を喜び合い、一緒にご
ちそうを食べながら談笑し、
芸能やカラオケなどの余興を
楽しんでいました。

▲元気よく野菜を売る子どもたち

▲川連小学校での様子 

湯沢お城山の学習会

湯沢城址を巡り、歴史の勉強

　お城山と湯沢の歴史を学習しようと、市内小学校の3年
生から6年生37人が参加し、湯沢城址などを巡る歴史の学
習会（ゆざわ井戸端会議主催）が開催されました。
　当日は晴天の下、今も本丸や見張台、馬場などの跡が残っ
ている湯沢城址を散策したほか、佐竹南家の菩提寺である
清凉寺で歴史の勉強をしました。
　このイベントは、地域づくりを後押しする一助にしたい
と、市の 「参加・協働のまちづくり提案型補助金」 を活用
して実施したものです。

▲イクボス促進共同宣言署名式後の記念撮影

子育てにやさしいまちに!

2016.10.01
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ジュニアスポーツを考える

▲子どもたちとどう向き合うべきかを語る講師の日笠さん

何事にも『全力』で!

湯沢市イクボス促進共同宣言署名式

▲清凉寺で住職から歴史の話を聞いている児童たち

キャリア教育／雄勝小学校

自分たちで育てた野菜を売るぞ!

　9月8日、雄勝小学校4年生36人の児童が、道の駅おが
ちで自分たちが育てた野菜を店頭で販売しました。
　これは、学校近くの約300坪の休耕田を活用し、キャリ
ア教育の一環として取り組んだもので、全校児童が手分け
をして枝豆、ジャガイモ、カボチャを植栽し、管理、収穫
するという一貫した農作業を体験しました。
　当日は、全員が揃いの法被を着て、道の駅に訪れた多く
のお客さんに大きな声で元気よく接客し、一生懸命に育て
たおいしそうな野菜を売っていました。

職場学習／湯沢南中学校

将来の生き方を探る

　湯沢南中学校では、キャリア教育の一環として、職場学
習を開催しました。3年生120人の生徒が参加し、9月8
日に学校の教室や6カ所の事業所を訪問して行われました。
今年で2回目ですが、教室を利用しての職場学習は初めて
になります。
　教室での職場学習では、6つのテーマに生徒が分かれて
行われ、始めに講師から事例や自分の経験を踏まえた話が
ありました。その後に生徒から活発な質問が飛び交ってい
ました。 ▲メモを取りながら真剣に聞いている生徒たち

JFAこころのプロジェクト「夢の教室」

夢をかなえるために

　9月8日・9日、三梨・稲庭・皆瀬・駒形・川連・雄勝
小学校の5年生の児童を対象に、ＪＦＡこころのプロジェ
クト 「夢の教室」 が開催されました。これは、国内外で活
躍するトップアスリートを特別授業講師 「夢先生」 として
小学校に迎え、実体験による授業を通して、夢を持つこと
の大切さなどを学ぶもので、湯沢市では初開催になります。
講師を務めた秋

あき

本
もと

真
しん

吾
ご

さんは福島県出身の200ｍハードル
アジア記録保持者。児童たちは真剣なまなざしでゲームや
トークの授業を楽しんでいました。

　9月15日、「ジュニアスポーツを考える講演会」 が
湯沢文化会館で開催されました。
　都内中学校の教師で、中学校バレーボールの全国大
会で4度の優勝経験があり、全日本中学校選抜チーム
の監督も務めている日

ひ

笠
がさ

智
とも

之
ゆき

さんを講師に迎えました。
　日笠さんは部活動以外にも、不登校生徒が学校で過
ごす時間を増やすための取り組みや、文化祭で本格的
なミュージカルを公演するなど、何事にも全力で取り
組むこと、取り組ませることの大切さや素晴らしさを
話され、来場者は熱心に聞いていました。
　

　9月11日、市役所本庁舎で開催された 「出会い子育
てわくわくフェスタ」 のメインイベントとして、湯沢
市イクボス促進共同宣言署名式が行われました。
　市は、湯沢商工会議所、ゆざわ小町商工会と連携し、
職員のワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ＝仕事と生
活の両立）を支援しながら仕事の成果を出せる上司を
目指す 「イクボス促進共同宣言」 を行いました。県内
では、商工団体との連携は初めてになります。
　宣言後は、イクボスに関するトークセッションや湯
沢市合同スクールバンドの演奏のほか、親子参加型の
イベントも行われ、多くの家族連れでにぎわいました。

▲稲庭地区の敬老会の様子

三関地区敬老会の様子▶
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■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

両　　　替

新　　　町

宮　　　田

84

66

100

9. 5

9. 8

9. 9

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

御　返　事

上　中　通

荒　　　町

野　　　中

堺　　　２

新　馬　場

新　　　地

89

87

88

89

88

64

83

9. 1

9. 2

9. 5

9. 8

9. 9

9.12

9.14

たいち

り　く

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

佐 藤　泰 治くん

小野寺 凛 来くん

8.31

9. 1

新　　　城

西　　　町

治さん・美香さん

純平さん・由華さん

重　藏

栄　子

桃　子

勝　廣

本　人

大　輔

惣太郎

9月15日届け出分まで

9月15日届け出分まで

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

小　　　安749. 4 阿 部　鉃 男さん

英　樹

フキ子

憲　一

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

伊 藤　綾 花ちゃん

菊 地　瑛 茉ちゃん

あやか

え　ま

9. 2

9. 5

克行さん・実紀さん

祥平さん・まい子さん

川　　　原

下 二 井 田

8.31

9. 1

9. 1

9. 2

9. 2

9. 4

9. 4

9. 5

9. 5

9. 8

9. 8

9.10

9.11

9.13

9.14

66

79

75

92

80

96

84

90

90

93

73

93

82

81

95

緑　　　町

清水町第１

愛宕町第５

山　　　崎

森　　　合

大工町第１

若　葉　町

下　角　間

上　　　地

清水町第２の１

須　　　川

三　途　川

柳　　　田

六 日 町 上

吹張町第１

勝　郎

和　義

本　人

良　二

精　三

綾　子

民　子

勝　夫

本　人

恵美子

本　人

清　一

靜　夫

栄　喜

文　雄

松 田　準 二さん

中 村　ウ メさん

今 野　 　允さん

土 崎 智惠子さん

藤 田　タ イさん

長 澤　キ ヨさん

中 林　周 治さん

伊 藤　ト キさん

大 場 直一郎さん

髙 久 ヨネ子さん

加 藤　正 義さん

奥 山 憲一郎さん

阿 部　健 一さん

佐 藤 ヨウ子さん

佐 藤　ト シさん

日 野 英四郎さん

松 村　善 夫さん

佐 藤 サタヨさん

　 野　秀 雄さん

柿 﨑　文 藏さん

髙 岡 千代見さん

榮 喜　セ イさん

髙 𣘺　ソ ノさん

髙 橋　政 夫さん

加 藤　ア サさん

本　人

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ

月月10
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

１０

11

12

13
14
15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

種類実施時間実 施 場 所日にち

28日㈮ 全血

10月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

16日㈰
5日㈬
2日㈰ 　９：４５～１２：００

１３：３０～１４：３０
１５：００～１６：００

湯 沢 警 察 署

湯 沢 郵 便 局

秋 田 銘 醸 ㈱

１０：００～１１：４５
１３：００～１６：００

１３：３０～１６：００
１０：００～１１：４５
１３：００～１６：００

全血

全国まるごとうどんEXPO2016 in秋田・湯沢

国土交通省湯沢河川国道事務所

よ ね や 千 石 大 橋 店

○雄勝図書館休館日
○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時
●第33回おがち健康マラソン大会(雄勝中学校グラウンド)
●市民総体パークゴルフ(パークゴルフ場)
●市民総体登山
●市民総体硬式テニス大会（稲川交流スポーツエリア）
●秋南ミニテニス交流大会（総合体育館）

○雄勝図書館休館日

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ0歳児クラス〔広域交流センター・ヘルシーパーク〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・外で遊ぼう
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔総合体育館〕午前１０時～１１時３０分

●市民総体ゲートボール(弁天地区センター)
●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●市民総体空手道大会（雄勝スポーツセンター）
●全県小学生ハンドボール大会（～９日、総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）
○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時

●市民総体サッカー(松ノ木グラウンド)
○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　湯沢歯科クリニック（湯沢／☎732098／
　午前９時～正午）
●市民総体バドミントン(総合体育館)
●市民総体太極拳ゆざわフェスティバル(湯沢雄勝広域交流センター)
○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ1歳以上児クラス〔広域交流センター・ヘルシーパーク〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・外で遊ぼう
●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●秋田県総合選手権ハンドボール大会（～１６日、総合体育館）

○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○育児サークル合同事業ちびっこフェスタ〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔総合体育館〕午前１０時～１１時３０分
○じゃんけんキッズ親子遊び〔すこやか広場〕
　午前１０時３０分～１１時１０分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●湯沢市ファミリー健康体力向上事業体力測定会〔稲川体育館〕
　午前9時～午後3時
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）
○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～
○ゆざわ新鮮楽市・感謝祭〔雄勝中央病院跡地〕午前10時～

●ソサイチ「こまち」ＣＵＰ（松ノ木グラウンド）
○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○こあらちゃんタイム〔すこやか広場〕午前１０時～10時30分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○雄勝図書館休館日

○湯沢図書館休館日
○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時

●第５０回湯沢市駅伝競走大会

○と　き　10月16日（日）雨天中止  午前６時から１時間の予定
○集　合　湯沢生涯学習センター横の広場
○持ち物　清掃用具　○主催　中央公園愛護会（☎734023）

中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー

10月21日（金）～11月6日（日）
種苗交換会のため体育館利用休止

総合体育館利用休止のお知らせ
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傷
病
者
を
病
院
な
ど
の
医
療
施
設
ま
で
迅
速
か
つ

安
全
に
搬
送
す
る
救
急
車
。
電
話
で
の
出
動
要
請
を

受
け
、
通
常
は
救
急
隊
員
と
救
急
救
命
士
で
構
成
さ

れ
る
三
人
が
一
隊
と
な
り
現
場
へ
急
行
し
ま
す
。

　
湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
に
は
消
防
職
員
が
百
五

十
六
人
お
り
、
そ
の
中
で
緊
急
搬
送
を
担
え
る
救
急

隊
（
救
急
課
程
研
修
を
受
け
、
救
急
隊
員
の
資
格
を

持
っ
た
人
）
は
、
百
二
十
七
人
い
ま
す
。
従
来
の
救

急
隊
員
は
、
傷
病
者
を
病
院
ま
で
搬
送
す
る
だ
け
で
、

医
療
行
為
を
行
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
心
肺
停
止
を
含
む
重
症
傷
病
者
に

対
し
て
適
切
な
処
置
を
実
施
す
る
こ
と
は
救
命
率
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
平
成
三
年
に
救
急
救
命

士
法
が
制
定
さ
れ
「
救
急
救
命
士
」
が
制
度
化
さ
れ

ま
し
た
。
救
急
救
命
士
は
国
家
試
験
を
受
験
し
て
資

格
を
取
り
、
医
療
行
為
の
認
定
を
受
け
た
人
が
医
師

の
指
示
の
下
、
救
急
救
命
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
消
防
本
部
に
は
救
急
救
命
士
が
二
十
三
人
い

ま
す
が
、
今
年
の
四
月
に
女
性
初
の
救
急
救
命
士
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
丹
さ
ん
は
「
救
急
救
命
士
は
、
救
急
要
請
が
あ
っ

た
現
場
で
は
患
者
さ
ん
の
呼
吸
や
血
圧
を
計
る
な
ど

の
観
察
を
し
ま
す
。
ま
た
、
私
は
ま
だ
認
定
を
受
け

て
い
な
い
の
で
出
来
ま
せ
ん
が
、
必
要
が
あ
れ
ば
医

師
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
医
療
行
為
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
救
急
救
命
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
を
伺
う
と

「
高
校
三
年
生
の
時
に
医
療
関
係
の
仕
事
に
携
わ
り

た
い
と
思
い
、
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
救
急
の
最
前
線
に
い
る
の
が
、
救
急
隊
や
救
急
救

命
士
と
い
う
職
種
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
男

性
が
多
い
職
場
で
す
が
、
女
性
で
も
出
来
な
い
こ
と

も
な
い
と
考
え
て
、
高
校
を
卒
業
後
、
専
門
学
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
学
校
で
救
急
救
命
士
の
勉
強
を
し

て
か
ら
消
防
本
部
に
入
庁
し
ま
し
た
」
と
当
時
の
心

境
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
現
場
で
は
、
男
性
の
救
急
救
命
士
と
の
体
力
差

を
感
じ
、
不
安
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

周
囲
が
そ
の
部
分
を
配
慮
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

仕
事
は
し
や
す
い
で
す
。
ま
た
、
女
性
が
患
者
の
と

き
も
あ
り
ま
す
。
女
性
の
視
点
で
ケ
ア
を
心
掛
け
る

こ
と
で
、
適
切
な
処
置
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
し
た
。

　
丹
さ
ん
は
「
何
で
も
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
医
療
の
勉
強
を
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
経
験

を
積
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
吸
収
し
、
地
域
の
か

た
が
た
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
救
急
救
命
士
に
な

り
た
い
で
す
。
ま
た
、
職
場
で
も
頼
り
に
さ
れ
る
よ

う
な
存
在
に
な
り
た
い
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。

地
域
の
か
た
が
た
に
信
頼
さ
れ
る
救
急
救
命
士
に
な
り
た
い

　
湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
　
救
急
救
命
士
　
丹
　
咲
乃
さ
ん
（
21
）

た
ん

さ
き   

の

　４月から９月１６日までの秋田県消防学校
（由利本荘市）での研修を終えて、２０日に久
しぶりに出勤した丹さん。気持ちを新たにして
職務に臨みます
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